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理事長 川本 明良 

 障害者支援施設大滝わらしべ園は今年 5 月 10 日をもって事業を終了しました。先日、閉鎖した大滝わら

しべ園を訪れました。かつて施設内で響いていた会話や泣き声、にぎやかな歌声もなく、楽しかったこれま

での様子を思い浮かべることもできません。誰もいなくなった建物は静まりかえり、低く重いコントラバス

の音が流れているかのような印象を持ちました。その静かさがわたしの「寂しさ」を増幅させているようで

した。施設で出会った利用者さんたちのお顔やお姿、すでに亡くなられた方々のことが目に浮かびます。静

かな建物の中でひとり、施設の長い歴史を振り返りました。 

大滝わらしべ園は法人創設者村井正直先生・陽子先生により、1987 年 6 月に現在の伊達市大滝区に重度

身体障害者更生施設として設立されました。村井先生ご夫妻が更生施設として事業を開始したのはハンガ

リーから世界に広まった運動障がい者の支援法「コンダクティブ教育（略 CE）」を基本とした支援を日本で

行うためでした。設立当時は入所施設でのリハビリが大きな役割を果たしていた時代です。緑豊かな山間の

僻地で障がいのある人たちが CE の運動プログラムに取り組み、社会復帰を目指していました。起立動作、

立位、歩行、座位の課題、、、など、利用者の皆さんは学習に励み、社会復帰を果たしました。 

設立から 35 年以上の年を経る間、時代の流れや社会の変化、障がいを取り巻く環境や、ニーズは変化が

著しく、入所施設の役割や機能を大きく変化させざる得なくなりました。わたしが 6年間のブダペスト留学

から帰国して、大滝わらしべ園に赴任したのは 1997年夏です。苦労しながら学んだ CEの実践に取り組むこ

とを目標に、いわゆる機能訓練を中心とした活動に集中しました。しかし運動機能や能力に焦点をあてたア

プローチや狭義の自立を目的とすることでは、社会復帰に向けた十分な役割を果たすことができないこと

を体験・理解するまで長い時間はかかりませんでした。 

その後、大滝わらしべ園は更生訓練から生活支援へ、契約やサービスという時代の変 

化を受け入れ、広義の自立支援に取り組むことを目標と考えるようになりました。その 

ころ既に障がいのある方が入所施設を敬遠する傾向、都市部偏重で僻地を避ける状況が 

一般的になっていました。さらにわらしべ会には道内海沿いの浦河町に入所施設があり、 

法人内２つの僻地箱型入所施設を、今後どう運営するのか将来に向けて社会福祉法人の 

使命をどのように果たすのかが、大きな課題となっていました。わたしたちは考えた末に、わらしべ会北海

道の事業イメージを転換させることとしました。大滝わらしべ園で培った機能を分散し「生活の場」として

のグループホーム、訓練や学習を含む諸々の活動を「活動の場」としての日中事業所で実施する計画をたて

ました。平成 17年から 20年ほどをかけて、徐々に札幌の拠点づくりに取り組みました。現在は日中事業を

3拠点、グループホーム 4棟を開設し、機能拡大に取り組んでいます。また、CEの活動は札幌の通所事業所

で高次脳機能障がい利用者を対象とした活動として継続しています。 

創設者が私に贈ってしてくれた１枚の書があります。「無一物無尽蔵」と書かれたこの書はわたしに、こ

だわりを無くせば、可能性は際限がなく広がることを教えてくれています。創設者が残してくれた大滝わら

しべ園という施設は閉めることとなりましたが、その思想は「わらしべの文化」として、形を変えながら継

続していきたいと考えています。大滝わらしべ園を利用していただいた利用者の皆さん、ご家族、役員、地

域の皆さんや行政の担当者の皆さんなど思い返すと、本当に多くの方にお世話になりました。感謝の気持ち

でいっぱいになります。長期にわたるこれまでのご支援に感謝申し上げます。 
 

 本年度４月末、札幌わらしべ園 4番目のグループホームが完成しました。RC造 2階建て 

の建物です。大滝わらしべ園からの利用者の受入れ先として設置しましたが、自然災害発 

生時の避難先、支援拠点としての機能も念頭に置いた立派な建物が完成しました。札幌の 

グループホームは総数 43室となりました。 

大滝わらしべ園の事業廃止・ご支援いただいた皆様に感謝申し上げます。 

《夏号》 令和 6 年 9 月 30 日発行 

発行元：社会福祉法人わらしべ会(北海道) 

連絡先；〒065-0043 

札幌市東区苗穂町 3 丁目 2-35 

    ℡ 011-776-7981［法人本部］ 

（大滝わらしべ園 全景) 

 

札幌わらしべ園グループホーム 1―4 ホームが完成しました。 

（本町１-４ホーム正面) 
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 8 月に夏レクリエーションを行いました。中庭でフロートとかき氷を

提供しました。コーヒー味、ブルーハワイ味、いちご味、サイダー味の 4

種類の中からお好きなメニューを 1 つ注文し、出来上がりを待っている

間にスイカ割りを行いました。暑い日が続いてきたのでかき氷やフロー

トは大好評でした。4 種類の味のかき氷とフロートがあったため利用者

の皆さんはどれにしようか悩まれておりました。強い日差しのためスイ

カ割りは食堂で行いました。皆さん力強く棒を振り下ろしていました。

最後にはスイカが弾けるように割れて、お昼ごはんのデザートになりま

した。  

夜は花火大会を予定していましたが、夕食後に手持ち花火をしている最

中に突然豪雨になってしまったため、大急ぎで屋内へ避難し延期になり

ました。最後に記念の集合写真を撮りました。 

 

 6月に中庭 BBQを行いました。メニューはジンギスカン、おにぎり、焼

きそば。デザートには浦河産いちごを用意しました。利用者の皆さんは、

お腹いっぱい食べて大満足といったご様子でした。食後には職員による

モノマネ歌謡ショーを行いました。利用者のみなさんは 「推しウチ 

ワ」をもって声援を送っていました。 

また、職員と利用者一緒に練習した「ジ

ャンボリミッキー」を踊りました。「ジ 

ャンボリミッキー」は、5 月から 1 か月間毎週 2 回レ

クレーションの時間にダンスの練習をしました。いつ

もは入所利用者のみで行っていましたが、通所利用者

と合同で行うこともありました。練習した成果もあ

り、皆さんしっかりリズムにのって踊ることが出来ま

した。 

 

6 月は散歩月間として、天気のよい日には園外へ出て自然と触れ合い

ました。陽ざしが少し強くなり「暑くなってきたねぇ」と話しながら散

歩をし、初夏の風を肌で感じていただきました。7月は七夕かざりを作成

しました。皆さんに短冊を書いてもらって笹に飾り、願いを託しました。

「パンが食べたい」「お酒をたらふく飲みたい」「健康で過ごす」「また

いちご狩りに行きたい」「世界平和！」などたくさんの願い事が集まり

ました。短冊のほかにも織姫と彦星も作りました。顔を自分で描いても

らい、オリジナリティあふれる作品がたくさんできました。 
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浦河だより 

中庭 BBQ🍖🥩🍗🍖🥩🍗🍖🥩🍗🍖🥩🍗 

 

6 月下旬から浦河町内ある福田農園でいちご狩りを行い

ました。いちご狩りではとっても甘く美味しいイチゴを自

分の手で摘みました。自分で摘むのが楽しかったようで、少

し摘みすぎてしまう方もいらっしゃいました。園へ帰って

きたときには「また来年も行きたいねぇ」とお話しされてい 

ました。いちご狩りへ参加できない方は町内外へドライブに行きました。浦河ダムに行った

り展望台へ行ったりと、初夏の風景を楽しまれておりました。 

(推しうちわ！) 

 

📅月ごとのレクリエーション📅     

 

〒057-0171 

浦河郡浦河町西舎 124-1 

℡ 0146-28-1801 

FAX 0146-28-1991 

Mail urakawa-warashibe@deluxe.ocn.ne.jp 浦河わらしべ園 

(ジャンボリミッキー♪) 

 

（絶景です☆ミ) 

 

いちご狩り🍓 初夏ドライブ🚙 

🍉夏レクリエーション🍉 

 

(散歩で馬と触れ合いました！) 

 

(集合写真) 

 

（どっちがいいかな？） 

 

(いちご狩り     ) 

 

(バーベキュー      ) 
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7月は活動で七夕飾りを作成しました。先ず、利用者さんには画用紙にマジックで色を

塗っていただき、その画用紙を使って笹を作りました。次に、利用者さん全員短冊に願い

事を書いていただきその笹に飾りました。「大きなテレビが欲しい」や「おいしいご飯を

いっぱい食べたい」「ドライブ」などそれぞれの利用者さんらしい個性的な願い事が集ま

りました。 

また、貝殻飾りやちょうちん飾りを利用者さんと一緒に折り紙で作成し、これらも飾

り付けました。最後に、利用者さんに七夕の塗り絵に取り組んでもらい完成したものを

事業所内に掲示しました。みんなの願い事が叶うといいですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
札幌わらしべ園

苗穂第一事業所
 

大滝わらしべ園の閉所に伴い、入所していた 6名の皆様が 5月 12日に札幌わらし

べ園苗穂第一事業所に移動となりました。 

移動してすぐのころは、言葉少なになってしまう方、どことなく落ちつかない様子

の方、怒りやすくなってしまった方など、皆さん少しばかり混乱している様子が見ら

れました。 

しかし、4か月以上たった今はグループホームでの生活や通所事業所での活動、札幌の職員との関わり

などを通して今の環境に慣れてきたようで、大滝にいた頃と変わらず元気に落ち着いて過ごすことが出

来ています。 

苗穂一事業所では塗り絵や折り紙などの創作活動を職員と一緒に行ったり、みんなで音楽を聴いたり、 

楽器を鳴らす音楽の活動をしたりと、思い思いの活動に参加されています。又、事

業所の周辺を散策することもありますが、苗穂事業所の近くには函館本線やＪＲ北

海道の車両基地があり。線路沿いの道を歩くと線路を走る列車を見ることができま

す。車両基地の近くでは、点検をしている列車や作業の様子を歩道から遠目に見る

ことも出来ます。札幌は大滝と違い自然は少ないですが、大滝では見られなかった

景色を見ることができるので、札幌での生活を楽しんで過ごすことが出来ているよ

うです。 

苗穂第一事業所 

〒065-0043 

 札幌市東区苗穂町 3丁目 2-37 

℡ 011-792-6806 

FAX 011-792-6807 

Mailsawarasibe@cotton.ocn.ne.jp 

 

苗穂第一＆苗穂第二 合同夏祭り 

🌌星に願いを🌌 

6 人の新しい仲間たち！ 

 

8 月 19 日に夏祭りを行いました。事業所前の駐車場に出店を模した金魚すくい

ならぬ「お菓子すくい」と「射的」のブースを作り利用者さんに体験していただき

ました。駐車場ブースには隣の苗穂二事業所の利用者さんも参加していただきまし

た。「お菓子すくい」は、たらいの中で水に浮かんでいるお菓子の中から、好きな

お菓子を狙って穴あきお玉ですくい上げるゲームです。たらいの中に渦を作ってお 

菓子がぐるぐると回っているので、お菓子を狙うお玉もたらいの上でぐるぐると回ってしまい、皆さん

すくうのに苦労されていました。「射的」ではおもちゃの銃を使ってペットボトルで作った的を倒しま

した。気分は射撃のオリンピアン！パリオリンピックで話題になった「無課金おじさん」と同じくみん

なラフなスタイルで的を狙いました。 

駐車場ブースが終わると事業所の中に戻って夏祭りの続きを行いました。中では

「かき氷」「わたあめ」「ポップコーン」のブースがあり、それぞれ利用者さんに提

供しました。わたあめは巻き取るのが難しく、ふわふわの形には出来ませんでした

が、事業所中に甘い良いにおいが漂いました。ポップコーンは「ポンッポンッ」と小

気味よい音を立てて香ばしい匂いと共にどんどん体積が増していきました。利用者

の皆さんは出来上がるのが待ち遠しそうに、 職員のわたあめ作りとポップコーン作 

りを見守っていました。待ちに待ったわたあめとポップコーンが提供されると、あっという間に皆さんの

お腹の中に納まりました。 

🍿夏祭りを行いました！🍿 

（お散歩！） 

（列車が見えます         ） 

（お菓子すくい） 

（名スナイパー現る！？） 
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6 月 1 日に丘珠空港緑地までドラ

イブに行きました。この公園は名前の通り、丘珠空港に面しており、飛び立つ飛行機を間近で望むことが

出来る、飛行機好きにはたまらない公園です。1時間もいれば 2、3機は見られるのではないでしょうか。 

この日はお散歩チームと遊具で遊ぶチームの 2チームに分かれました。 お散歩チームは 

沿道に咲く花や、飛行場に駐機する飛行機たちを眺めながら、ゆっ

たりとした時間を過ごしました。遊具で遊ぶチームはブランコに乗

りました。ここまで勢いよくブランコに乗る方々は早々見られない

のではないでしょうかというくらいブランコを自由自在に操り、空

高くまで飛びそうな勢いで揺らしていました。 

当初の目的である空を悠々と飛ぶ飛行機も見ることが出来、満足

度の高い外出でした。 

苗穂第二事業所では 7月 26日～8月 11日に行われ

た、パリオリンピックの日本選手団にエールを送ろう！と応援旗の寄せ書きを作りまし

た。(^^)「金メダル目指してがんばれ！」「槍投げがんばれ！」「メダル獲得がんばれ」

とそれぞれの思いを応援メッセージとして書かれておりました。 

東京オリンピックの時にも行った、「金メダルの獲得数予想」も皆さんで行い「60個！」「10個！」

と予想する中で「20個」と予想された方がぴったり賞！！！予想が的中した方もびっくり！！嬉しそう

なご様子でした。♪オリンピック開催期間は「スポーツ」「スポーツ選手」「オリンピック競技」「フラ

ンス」「パリ」などオリンピックに関連する話題で活動も盛り上がりました。利用者の皆さんに人気が

あったのは「陸上」「柔道」「バレーボール」の 3競技です。「昨日メダル獲ったね！」「昨日観た？」

と朝の会もオリンピックの話題で楽しくお話しておりました。今回のオリンピックでは「あの競技面白

いね！」と新しいスポーツや競技を知るきっかけにもなりました☆ 日本の皆さん感動をありがとう！ 

 8月 3日の土曜営業日に事業所と同じ東区にあ

る伏古公園に散策に行きました。この日は天候に恵まれ、絶好のお散歩日和でした。 

伏古公園は、遊具あり、噴水あり、山あり、グラウンドありで、東

区内で比較的大きめの公園となっており、休日となれば様々な年齢

層の方で賑わいます。個人的なおすすめスポットは数年前にリニュ

ーアルされた噴水ゾーンで、近くに設置されているベンチから噴水

を眺めていると、涼しさを感じることが出来ます。 

この日のルートは、遊具を横目に進み、両脇に木々がそびえる緑の木陰を抜け、噴

水を眺めるコースです。時間の都合上遊具で遊ぶことはできませんでしたが、噴水をじっくりと見物して

いただくことが出来ました。夏休み真っ最中のため噴水で遊ぶお子さんたちを眺めながら、皆さん涼を感

じリフレッシュされているご様子でした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🛫丘珠空港緑地に飛行機を見に行きました！🛫 

 
札幌わらしべ園

苗穂第二・東区事業所

東区事業所 

〒065-0042 

札幌市東区本町 2 条 6 丁目 4-1 

℡ 011-783-0606(1 階) 

 011-790-8130(2 階) 

FAX 011-790-6572(共通) 

Mail sawarasibe@cyber.ocn.ne.jp(1階)  

   Whshuurou01@yahoo.co.jp(2 階 

苗穂第二事業所 

〒065-0043 

 札幌市東区苗穂町 3丁目 2-35 

℡ 011-776-7981 

FAX 011-776-7982 

Mail naebojimu@hotmail.com 

 

              今年は大滝のご近所様よりミニトマトの苗をた

くさん頂きました。大滝のかぼちゃ畑に負けないミニトマト畑をつくろう！と東区

事業所の皆さんにも力を貸していただき、畑の土起こしや草むしり、苗植えも手分

けして行いました。約 90個のミニトマトの苗で畑一面いっぱいになりました！ 

「カラス対策はどうする？」「水はやった？」と畑の様子を見ては気になる様子で、 

他にもキュウリやナスも一緒に育てて、皆さんで夏野菜の収穫を楽しみにされていました。収穫時期に

なると「虫にやられたからダメかも…」と心配しつつも「もう食べられるかな？」と食べごろを相談し

ながら収穫し、昼食時に美味しく頂きました。♪ミニトマトは少々小ぶりではありましたが、たくさん

採れたので、少しですが各グループホームやご自宅にも持ち帰っていただく事ができました。(^^)ミニ

トマトでは「アイコ」という品種のトマトが人気で、「甘くておいしいね！」と利用者さんからの声が

聞かれました。活動では夏野菜の美味しい食べ方は？との質問に「サラダにして食べたい」「そのまま

かぶりつく！」「漬物が一番おいしいよ！」と楽しい話題の種にもなりましたよ☆ 

わらしべ農場🍅🍆🥒 

(青空の下で記念写真！) 

 

（みんななかよし♪） 

   

（ブランコ♪） 

🏞涼を求めて伏古公園に行きました♪ 

（全員集合！） 

(畑作り) 

🏅パリオリンピック🏅 

(豊作♪) 

(がんばれ！ニッポン！) 
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～東区事業所、グループホームの周りを綺

麗にしました。～ 

委託作業の合間を

縫って東区事業所の

職員と利用者のみな

さんで、東区事業所、 

グループホームの草抜きを行いました。好天が続いた

せいか、しぶとく雑草が生い茂りました。ただ、びっし

りと生えるとそれだけ抜いた箇所が一目瞭然になるの

で「綺麗になったよ！」と利用者さんの意欲に繋がって

いるようでした。手際よく次々と抜く方、几帳面に根本

までしっかり抜く方、他の利用者さんに声を掛けなが

ら士気を上げてくれる方など様々な個性を発揮し作業

に取り組まれていました。作業の終わりにキンキンに

冷えたお茶を一気に飲み干す姿は印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～オリンピックで一句！～ 

苗穂第二事業所のお決まりとなった俳句活動では

「メダル」をテーマにして「人生の 勲章それが 金

メダル」「パリ五輪 メダルをたくさん 持ち帰り」

や、「フランス」をテーマにして「フランスパン 硬

くてうまい 焼くもよし」「おフランス パリは首都

だよ 華やかだ」「ファッションと 食の国だよ お

フランス」とオリンピック関連のテーマでたくさんの

俳句を詠んで下さりました。 

今後も利用者の皆さんと体調管理に気を付け健康

第一で楽しく活動し過ごしていけたらと思います☆ 

 

ク ロ ー ズ ア ッ プ こ の 活 動 

       グループホーム         

       シェアハウス         
 この春に新しいホームを開設し、

6名の新しい仲間を迎えました。 
新しい仲間が早く札幌になじめるように久しぶ

りのチャレンジ企画はグループ活動を行いまし

た。調理実習、外出、女子会の 3 グループに分か

れてそれぞれが楽しめそうな物を企画しました。 

外出グループはカラオケに行きました。久しぶ

りのカラオケに少し緊張している様子でしたが、

最後には大盛り上がりで大合唱しました。 

調理実習グループはお好み焼きと焼きそばを

作りました。「自分で作ったものは本当においし

い」と沢山おかわりしている方もいました。 

女子会グループは「おいしいデザートを食べた

い！」との事でフルーツたっぷりパンケーキを作

りました。普段見られない位の大きな笑顔が見ら

れました。 

調理実習グループの活動は

「クローズアップこの活動」

でも詳細を載せています！ 

 通信 

（一面の緑が見違えるように！） 

～苗穂分屯地行事～ 

9 月 22 日（日）にチャレンジ企画として札幌市東区

にある陸上自衛隊 苗穂分屯地で「苗穂分屯地 創設 72

周年･北海道補給処苗穂支処 創立 67 周年記念行事」に

利用者の方４名と職員で参加してきました。苗穂分屯

地は苗穂事業所からすぐ近くの場所にありますが、今

回初めて訪れました。「こんな近くにあったんだね」

と驚きつつ、楽しみにされていました。 

イベントでは音楽隊による演奏や装備品の展示見学、

装備品の 1/2ｔトラック（73 式小型トラック）試乗を

楽しまれています。 

またフリスビーやストラックアウトに挑戦できるブ

ースがあり、分屯地職員の方の協力を得ながら挑戦し

ました。 

ストラックアウトではなかなか的に当たらず「難しい

なあー、もう一回頑張ってみる」と苦戦されていまし

たが、一生懸命挑戦しました。ようやく成功すると「当

たったー！！できたよ！」と分屯地職員の方と一緒に

喜びを分かち合いました。 

コロナ禍の状況から少し落ち着き、地域の行事に少し

ずつ参加し始めています。 

地域行事への参加は皆さん久しぶりでしたので、皆さ

んが楽しめる企画を今後も予定しています。 

～初開催 in 東区事業所～ 

 

7 月にチャレンジ企画としていくつかのグループに

分かれ、休日の余暇企画として皆さんに楽しんでいた

だきました。今回紹介するのは東区事業所に集まった

グループです。こちらのグループでは、事業所に集ま

りお好み焼き&焼きそば作りを行いました。事前に何

を食べたいか皆さんに聞くと、「お好み焼き」と「焼

きそば」が圧倒的に多数で、粉物はやはり人気ですね。

当日は食材を切る人、混ぜる人、焼く人それぞれ作業

を分担して作りました。皆さんとても積極的に調理に

参加されていました。コロナ期間中は調理実習を控え

ていたこともあり、皆さん久しぶりの調理に「大変だ

―」、「もっと混ぜたほうがいいんじゃない？」と楽

しみながら調理されていました。作るのには時間がか

かりますが、食べるのは一瞬。全員ペロリと召し上が

っておられました。「おいしかったー」、「もっと食

べたいね」と様々な感想が聞かれていました。 

午後からはアニメ映画を鑑賞しました。モニターの

前に集まり、真剣に映画を見る方、満腹でウトウトさ

れている方等、のんびりと過ごされました。 
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令和 5 年法人活動総括（まとめ） 
① 法人運営関連 

・評議員会で役員選任（6 月 24 日）されました。また、同日、理事長も選任されました。 

・理事 6 名、監事 2 名、評議員 7 名（年度中１名永眠）による法人運営を継続しました。  
  

②法人内建設・増築（入札工事）・売却 

・札幌わらしべ園東区事業所増築工事／競争入札工事／12 月 7 日引き渡し  

・札幌わらしべ園ＧＨ（本町１－４ホーム）／競争入札工事／3 月末 建築完了・4 月引渡 

・（旧）札幌わらしべ園厚別事業所の土地および建物を売却しました。 
 

③大阪法人との連携 

・大滝わらしべ園事業継続のために大阪法人より職員派遣（応援勤務）支援を受けました。 

・大阪法人の研修会に札幌職員参加し、事業見学をしました。 

・大阪―北海道理事長会議により今後の両法人の活動について話し合いました。 
 

④法人事務機能札幌集約化 

・法人運営・会計経理・庶務の本部集中化を進め、事務の一括管理体制を継続しました。 
 

⑤大滝わらしべ園の運営について 

・男性利用者を中心に支援しました。事業継続の為札幌、浦河より職員応援を受けました。 

・積立資産を取り崩し、運営資金としました。 

・令和 6 年 5 月をもって事業移転・閉鎖の予定です。 
 

⑥浦河わらしべ園の運営について 

・重度障害利用者の安心な暮らしを支えることを目的に、安全な介護に努めました。 

・利用者の高齢化による入院、他界など利用者の減少が著しい１年となりました。 

・これまでのように大滝わらしべ園からの移動希望者が見込めない状況になりました。 

・職場内の威圧的指導など、ハラスメント防止に向けた取り組みが課題となりました。 
 

⑦札幌わらしべ園の運営について 

・大滝わらしべ園からの移動利用者をグループホーム・生活介護事業所で支援しました。 

・大滝からの移動利用者受け入れの為、新規ＧＨ建設・日中事業所増築しました。 

・利用率が極端に低い日中事業所・グループホームの利用者確保が課題となりました。 
 

⑧コンダウティブ教育／ペトゥ法 

・札幌でコンダクティブ利理論を応用した「高次脳機能障害利用者」支援を継続しました。 

・国際ペトゥ協会との関係継続のため、協会委員を務める職員が Web 会議に参加しました。 
 

⑨障害者虐待防止委員会の設置および、障害者虐待防止に向けた取り組み 

・法人および施設に虐待防止委員会を設置し、虐待防止研修を実施しました。 
 

⑩農業活動の発展 

・かぼちゃの栽培に取り組みましたが、大半を鹿に食べられ、収穫できませんでした。 
 

⑪職員確保 

・紹介業者のほか、リクルートキャリア、求人広告等を活用して、職員確保に努めました。 

・インドネシアスタッフ 2 名を採用しました。 
 

⑫職員処遇関連 

・ベースアップ加算を財源として、職員に配分しました。 

・処遇改善加算、特定処遇改善加算、福祉介護職員臨時特例交付金を職員に支給しました。 
 

⑬コロナ感染関連 

・感染予防のための制限を部分的に解除しました。 
 

⑭障害者雇用     

・職業センターや就労移行事業所の支援を受け、障害者雇用に取り組みました。 
 

⑮研修会・講演会 

・「全国身体障害者福祉施設会議」を開催、法人と共催で研修・講演会を実施しました。 
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わらしべ会だより  ／  会計報告 
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社会福祉法人わらしべ会 理事・監事 

役員（理事・監事）           評議員 

       氏   名   就 任 年  月 日        氏   名   就 任 年  月 日 

理事長 川 本  明 良 平成12年 2月1日 評議員 加 藤  孝 平成29年 4月1日 

理 事 猪 尾  紀 幸 平成29年 4月1日 評議員 谷 口   貢 平成29年 4月1日 

理 事 平 岡  理 恵 平成24年 1月28日 評議員 高 岸 節 雄 平成29年 4月1日 

理 事 藤 田  敦 士 令和2年 6月15日 評議員 山 本 一 哉 平成29年 4月1日 

理 事 西 畠  利 彦 令和5年 6月24日 評議員 山 本   亮 平成29年 4月1日 

理 事 柳 瀬  拓 生 令和6年 6月24日 評議員 辻  和 也 令和3年 6月16日 

監 事 吉 川  滋 政 平成27年 7月11日 評議員 近 藤 尚 也 令和6年 6月24日 

監 事 志 斉  哲 雄 平成15年 7月11日    

 

 

 

 

＊行事予定表＊

 

 浦 河 札 幌 法 人 

10 

月 

1日 肺炎記念日 10日 職員大阪法人研修 

20日 
法人創設者村井正直 

先生ご命日 
下旬 ハロウィンレク 29日 秋の演奏会 

随時 特別外出 31日 
ハロウィン 

パーティー 
  

11 

月 

中旬 
クリスマスツリー 

飾り付けレク 
2日 土曜営業日   

随時 特別外出 
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お 知 ら せ 

❁ ありがとうございました ❁ 

 
順不同にてご紹介 

ご寄贈・ご支援頂きました。 

橋本 強志 様   女池 好子 様   

平崎 京子 様   瀬川 時子 様 

 村井 榮  様 

    

 
  

    皆様の温かいご支援に感謝申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

札幌わらしべ園の活動を紹介しています。

見て頂けると嬉しいです。（不定期更新） 

 

 

 

事情により「北のわらしべ令和 6年春号」を休ませていただきました。 

 

Facebook 

 

Instagram 

 

わ ら し べ

Facebook ＆

Instagram 

始めました 

 


